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横浜市会第３回定例会報告　
　　　　～決算特別委員会での論戦より

〇国際平和と多文化共生をリードする横浜へ
　ウクライナ支援、国際機関との連携、多文化共生、グローバル人材育成、核兵器廃
絶を巡って質疑。国際協調や多国間主義の後退、国内における不寛容と分断の広がり
に断固抗い、平和と協調をリードする横浜市の使命とさらなる取組を訴えました。

〇公園愛護会の活動費 20年ぶりの見直しへ！
　市内約 2,700の公園では、公園愛護会により清掃や花壇管理などの尽力を頂いていま
すが、活動費は面積に応じて年間2～ 4万円であり物価高騰や酷暑の影響で「足りない」
との声も。そこで、20 年間据え置かれている活動費を増額するよう訴え、局長より支援
拡充を検討する旨の答弁、また、地域イベントや防災訓練の活用に、公園への電源設備
の整備を要望し、先進事例を参考に具体的な検討を進めるとの方針が示されました。

〇もっと海釣りを楽しめる横浜へ！
　港湾施設の脱炭素化や、山下ふ頭の再開発について、着実
な取組を求める質疑とともに、海釣り環境の充実を要望。令
和 10 年頃の一部供用を目指して整備中の新本牧ふ頭に「投げ
釣りができる」公園を整備すること、また金沢水際線緑地の「投
げ釣り禁止ルール見直し」などを訴えました。釣りファンの

皆さまの願いはもちろん、
横浜の更なる賑わいの観点
からも、是非とも成し遂げ
たいと決意を新たにしてい
ます。
新本牧ふ頭の埋立て現場を視察
（９月 17日）

生活保護の1/3は
外国人

→横浜市全体の受給者55980
世帯のうち外国人は 1909世帯
と 3.4％に過ぎず、日本人の受
給割合は大差ありません。

外国人の生活保護が
優遇されている

→定住や永住など特定の在留資
格のある外国人のみを対象に、
日本人と同じ困窮要件に従って
支給されています。

不法滞在者が
増えている

→不法残留者は平成 5 年の 29 万
人をピークに減少を続けており、
本年 1月時点で 7.4 万人と、この
30年で 1/4まで減少しています。
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